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ね
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子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

自
主
学
習
の
あ
り
方
を
工
夫
す
る

　

高
松
市
立
川
東
小
学
校
に
は
素
直
で
真

面
目
な
子
ど
も
が
多
く
、
授
業
中
は
私
語

を
せ
ず
教
師
の
話
に
耳
を
傾
け
、
宿
題
も

期
限
を
守
っ
て
提
出
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

教
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
に
は
熱
心
に

取
り
組
む
半
面
、
計
画
を
立
て
て
学
習
し

た
り
、
苦
手
な
教
科
に
取
り
組
ん
だ
り
と

い
う
自
主
性
に
は
課
題
が
見
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
、「
８

の
字
学
習
サ
イ
ク
ル
」
活
動
を
全
学
年
で

行
っ
て
い
る
（
図
１
）。
こ
れ
は
、
学
校

と
家
庭
が
両
輪
と
な
り
、
授
業
と
家
庭
学

習
の
両
面
か
ら
、
子
ど
も
の
自
主
的
な
学

習
習
慣
を
育
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
だ
。

柾ま
さ

木き

俊
幸
校
長
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
学
校
と
家
庭
が
密
接
に
連
携
す
る
こ

と
で
、
学
力
面
と
意
欲
面
の
２
つ
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
学
力
面

で
は
、
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
家
庭
で
も

繰
り
返
し
学
習
す
る
こ
と
で
、
学
習
内
容

の
定
着
が
図
れ
ま
す
。
意
欲
面
で
は
、
学

校
と
家
庭
で
学
習
し
た
こ
と
が
、
教
師
と

保
護
者
そ
れ
ぞ
れ
に
認
め
ら
れ
、
褒
め
ら

れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
意
欲
が
高
ま
る

と
考
え
た
の
で
す
」

　

授
業
で
は
、
教
師
の
発
問
を
精
選
し
、

子
ど
も
同
士
の
学
び
合
い
や
調
べ
学
習
を

全
学
年
で
増
や
し
た
。
そ
の
ね
ら
い
を
、

亀
井
健
男
教
頭
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
た
だ
教
師
に
教
え
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
で
考
え
る
楽
し
さ
を
知
れ
ば
、

子
ど
も
は
『
も
っ
と
学
び
た
い
』
と
感
じ

る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。
家
庭
学
習
へ

の
意
欲
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
、
ま
ず
は

授
業
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

家
庭
学
習
で
は
、
子
ど
も
が
自
然
に
学

習
に
向
か
え
る
よ
う
に
、
発
達
段
階
に
応

じ
て
学
習
課
題
の
出
し
方
と
保
護
者
の
か

か
わ
り
方
を
次
の
よ
う
に
工
夫
し
た
。

低
学
年
：
宿
題
を
中
心
に
与
え
る
。
保
護

者
に
は
や
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
も
ら
う
。

中
学
年
：
学
習
の
例
を
与
え
な
が
ら
自
主

学
習
に
取
り
組
ま
せ
る
。
保
護
者
に
は
見

守
る
こ
と
も
意
識
し
始
め
て
も
ら
う
。

高
学
年
：
自
ら
課
題
を
決
め
、
見
通
し
を

立
て
て
自
主
勉
強
を
さ
せ
る
。
保
護
者
に

は
手
は
離
し
て
も
目
は
離
さ
な
い
よ
う
に

し
て
も
ら
う
。

　

保
護
者
に
は
、
毎
月
の
学
年
だ
よ
り
で

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
ま
た
、
授
業
参
観

後
に
管
理
職
や
担
任
が
「
８
の
字
学
習
サ

イ
ク
ル
」
活
動
を
行
う
理
由
を
伝
え
、
担

任
を
交
え
た
保
護
者
同
士
で
家
庭
学
習
に
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「
８
の
字
学
習
サ
イ
ク
ル
」
活
動
で

自
主
的
な
学
習
習
慣
を
育
て
る

香
川
県
高
松
市
立
川
東
小
学
校

高
松
市
立
川
東
小
学
校
で
は
、学
校
と
家
庭
が
力
を
合
わ
せ
、自
ら
学
び
に
向
か
う
子
ど
も
を
育
て
る

「
８
の
字
学
習
サ
イ
ク
ル
」
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
授
業
改
善
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を
伸
ば
し
、

家
庭
で
保
護
者
か
ら
の
声
掛
け
を
継
続
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、自
主
的
な
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
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高松市立川東小学校教頭

亀井健男
かめい・たけお

「子どもも教師も集中して学
習に取り組めるように、常
に環境整備を心掛けている」

香川県高松市立川東小学校
◎１８７２（明治５）年開校。香川県中央部に位置する。
伝統芸能「農村歌舞伎」体験学習を行うなど、地域と連
携した取り組みが盛ん。２０１０年度、香川県の学力向
上対策モデル校に指定されたのをきっかけに、子ども
の学習習慣定着の取り組みを始めた。
校長 柾木俊幸先生
児童数 ３９９人
学級数 １５学級（うち特別支援学級２）
所在地 〒７６１－１７０６
　　　　香川県高松市香川町川東上１８６５－８
TEL ０８７－８７９－２０１２
URL　　http://www.edu-tens.net/
　　　　syoHP/kawahigasiHP/

高松市立川東小学校校長

柾木俊幸
まさき・としゆき

「知らないことを探究する楽し
さを、子どもたちに伝えてい
きたい」

高松市立川東小学校

須田礼恵
すだ・あやえ

２学年担任、現職教育主任。
「子どもと共に学び続け、成長
し続けられる教師でありたい」

家庭

学校

家庭

発表することで学習内
容の認識を再度深め
ることができ、さらに保
護者から励ましや賞賛
の言葉をもらうことで、
次時への意欲を高め
ることにつながる

教師からの賞賛、友
だちからの同意や容
認が、学習意欲を継
続させる源となる

分かる過程を明確に
した学習活動。「今は
何がどのくらい分かっ
ているのか」を子ども
と確認しながら学習
を前に進める

新出漢字の練習
や音読練習を毎
日繰り返す

つ
い
て
話
し
合
う
時
間
も
設
け
た
。

　

｢
学
校
ぐ
る
み
で
自
主
的
な
学
習
習
慣

定
着
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
、
保
護

者
に
し
っ
か
り
と
伝
え
、
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
し
た｣

（
亀
井
教
頭
）

学
校
が
エ
ン
ジ
ン
と
な
り

家
庭
と
の
連
携
を
推
進
す
る

　

具
体
的
な
家
庭
学
習
の
ヒ
ン
ト
と
な
る

「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
に
も
工
夫
を
凝

ら
し
た
。
そ
れ
ま
で
２
種
類
作
っ
て
い
た

保
護
者
用
と
子
ど
も
用
を
合
体
し
て
、
A

４
判
用
紙
１
枚
に
簡
略
化
。
ぱ
っ
と
見
て

内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
、
学
年
×
10
＋
10

分
の
学
習
時
間
、「
テ
レ
ビ
は
消
し
て
」「
ま

ず
宿
題　

」「
最
後
ま
で
て
い
ね
い
に　

」

と
い
う
家
庭
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
へ
の

呼
び
掛
け
、
学
習
内
容
の
紹
介
に
絞
り
込

ん
だ
。
学
習
内
容
の
紹
介
で
は
、
教
科
学

習
だ
け
で
な
く
、
テ
ス
ト
の
復
習
、
読
書
、

日
記
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば

よ
い
か
を
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
幅
広
く

示
し
た
。
こ
れ
を
自
主
学
習
専
用
の
「
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
ノ
ー
ト
」
に
貼
り
、
常
に
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
め
た
い
と
思
う
子
ど
も
の
自

主
学
習
の
取
り
組
み
は
、
学
年
だ
よ
り
で

積
極
的
に
紹
介
す
る
と
、
２
学
年
担
任
で

現
職
教
育
主
任
の
須
田
礼あ

や

恵え

先
生
は
話
す
。

　
「
友
だ
ち
が
ど
の
よ
う
に
学
習
し
て
い

る
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
『
自

分
も
頑
張
ろ
う
』
と
思
う
よ
う
に
な
る
は

ず
で
す
。
ま
た
、
保
護
者
が
掲
載
さ
れ
た

実
践
を
見
れ
ば
、
子
ど
も
へ
の
具
体
的
な

声
掛
け
に
役
立
つ
と
考
え
ま
し
た
」

　

夏
休
み
の
自
主
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
、
同
校
の

特
徴
だ
。

　

夏
休
み
直
前
に
行
う
個
人
懇
談
会
で
は
、

保
護
者
に
夏
休
み
の
宿
題
を
伝
え
て
い
る
。

与
え
ら
れ
た
課
題
に
し
っ
か
り
取
り
組
む

習
慣
を
付
け
る
こ
と
が
目
標
の
１
・
２
年

生
の
保
護
者
に
は
宿
題
そ
の
も
の
を
、
自

主
的
な
学
習
意
欲
を
伸
ば
す
こ
と
が
目
標

の
３
年
生
以
上
の
保
護
者
に
は
宿
題
一
覧

表
を
渡
し
て
、
毎
日
机
に
向
か
え
る
よ
う
、

家
庭
で
の
声
掛
け
を
お
願
い
す
る
。

　

｢

個
人
懇
談
会
で
は
、
子
ど
も

の
頑
張
り
と
成
果
を
認
め
、
褒
め

て
か
ら
、
課
題
を
伝
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
も
、
家
庭

に
全
て
お
任
せ
す
る
の
で
は
な
く
、

学
校
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
、
保
護
者
の
参
考
に
な
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
。
学
校
と
家

庭
が
両
輪
で
は
あ
り
ま
す
が
、
エ

ン
ジ
ン
を
掛
け
る
の
は
学
校
だ
と

思
っ
て
い
ま
す｣

（
須
田
先
生
）

図１　「８の字学習サイクル」活動の例（５年・国語「大造じいさんとがん」）

８の下部が学校、上部が家庭を表し、２つの交点に子どもが位置する。学校と家庭が両輪となり、子
どもの学習意欲を伸ばす仕組みをつくるために考案した。「分かる」という喜びを感じられるような授
業を行い、子どもが自発的に家庭学習に取り組めるようになることを目指している。「８の字」に入る
具体的な活動は、学年や単元によってさまざまなバリエーションがある
＊同校の資料を基に編集部で作成

＊プロフィールは２０１3年３月時点のものです

http://www.edu-tens.net/syoHP/kawahigasiHP/


ベネッセのデータでみるベネッセのデータでみる

子どもの学び子どもの学び

上記の関連データはコチラ！
http://benesse.jp/berd/
＊「調査・研究データ」コーナーをご覧ください

夏休みの宿題は低学年ほど計画的に行う
夏休みの宿題をやった時期（回答：小学生の子どもをもつ母親）

出典：Benesse教育研究開発センター「小学生の夏休み調査―小学生の保護者を対象として―」（2010）
調査時期は、2009年９月、調査対象は、全国の小学１年生～６年生の子どもをもつ母親4,644人（774人×6学年）、調査方法はインターネット調査

0 10020 60 8040
（%）

全体

低学年

中学年

高学年

最初にまとめてやった

やらなかった
最後にまとめてやった

少しずつ計画的にやった 気が向いたときにやった

0.1

夏休みの宿題を「少しずつ
計画的にやった」という子
どもは、学年が上がるにつ
れて減少している。低学年
は最後に宿題が残らない
ようにしており、高学年に
なるほど、「気が向いたとき
にやった」「最後にまとめて
やった」という子どもが増
加する

10.018.943.927.1

0.05.415.648.330.6

0.39.619.144.526.6

0.114.921.938.824.2

全体的に、家庭の役割と考える母親が増加
家庭と学校の役割（どちらかというと家庭が教育する割合）（回答：小学３年生～中学３年生の子どもをもつ母親）

数値は「どちらかというと家庭が教育する」と考える割合
＊印は2011年のみの調査項目

注１）
注２）

出典：Benesse教育研究開発センター「第４回子育て生活基本調査（小中版）」（2012）
調査時期は、1998年調査（第１回調査）は1998年12月、2011年調査（第４回調査）は2011年９月、調査対象は、1998年調査は全国の小学３年生～中学３年生の
子どもをもつ保護者4,718人（うち分析対象は母親4,475人）、2011年調査は全国の小学１年生～中学３年生の子どもをもつ保護者8,079人（うち1998年調査との
比較時の分析対象は小学３年生～中学３年生の母親6,020人）、調査方法は学校通しによる家庭での自記式質問紙調査

0 10020 60 8040
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経年変化を見ると、2011年
のみの項目を除くほぼすべ
ての項目で、「どちらかとい
うと家庭が教育する」と考
える母親の割合が増加し
ている。特に増加が目立つ
のは、「授業中騒いだり、立
ち歩いたりしないこと」と
「友だちとのつきあい方」。
学校での態度や、友だちと
のかかわり方においても、
家庭のしつけの範囲だと捉
えられるようになっている
ことが分かる

＊教科の基礎的な学力をつけること

＊学ぶ意欲を育てること

授業中騒いだり、立ち歩いたりしないこと

先生への態度や言葉づかい

家での学習習慣

友だちとのつきあい方

スポーツ能力や体力の向上

将来の進路・進学先を考えること

26.3

25.7
52.0

80.0
83.6

85.8
89.4

61.5
71.7

16.4
19.4

64.8
64.8

4.1 1998年

2011年

夏休み前の学級活動でお使いいただける
副教材を無料でご提供します
ベネッセは２００７年度から「家庭学習に関する冊子」などを先生方やご家庭に無料で提供する「学び応援
プロジェクト」を実施しております。２０１２年度は、のべ約１５,０００校から約１３８万冊ものお申し込みをいた
だきました。
２０１３年度は、高学年の児童向けに、夏休みの上手な過ごし方を指導いただく際に役立つ副教材を無料で
ご提供いたします。夏休み前のご指導に最適なセット教材です。ぜひ貴校の教育活動にお役立てください。
ただ今、申し込み受付中です。詳しくはホームページまたは本誌同送のチラシをご覧ください。

学校＆家庭　学び応援プロジェクトホームページ　http://www.benesse.co.jp/manabiouen/

2013年
申し込み締め切り

7/12 金

30

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
学
校
や
家

で
こ
つ
こ
つ
と
学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合
が
、
以
前
は

61
％
だ
っ
た
が
、
12
年
11
月
に
は
75
％
を

占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
「
子
ど
も
が
努
力
す
る
こ
と
の
面
白
さ

に
気
付
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。『
宿
題

だ
か
ら
取
り
組
む
』
か
ら
『
自
分
の
た
め

に
学
習
す
る
』
へ
と
、
意
識
が
変
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
」（
亀
井
教
頭
）

　

保
護
者
の
間
で
も
、
自
主
学
習
が
話
題

に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
学
級
懇
談
会
な
ど
で
、
私
た
ち
教
師

が
何
も
言
わ
な
く
て
も
、保
護
者
か
ら『
も

っ
と
自
主
学
習
に
取
り
組
ま
せ
る
た
め
に

保
護
者
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
』

と
い
っ
た
質
問
が
増
え
て
い
ま
す
。
保
護

者
自
身
が
か
か
わ
る
こ
と
で
子
ど
も
の
学

習
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
と
、
実
感
し
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」（
須
田
先
生
）

　

柾
木
校
長
は
、
今
後
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
話
す
。

　
「
学
習
習
慣
を
育
む
取
り
組
み
を
始
め

て
か
ら
３
年
に
な
り
ま
す
が
、
徐
々
に
成

果
が
表
れ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
学
力

の
根
幹
と
な
る
活
動
で
す
か
ら
、
現
状
に

満
足
せ
ず
、
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

更
に
、
子
ど
も
が
夏
休
み
中
の
自
分
の

生
活
を
記
録
す
る
プ
リ
ン
ト
と
し
て
、１
・

２
年
生
に
は
「
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
」、
３

年
生
以
上
に
は
「
が
ん
ば
り
宣
言
書
」（
図

２
）
を
配
布
し
て
い
る
。

　
「
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
自
主
学
習

が
出
来
た
日
は
○
、
出
来
な
か
っ
た
日
は

×
を
記
入
す
る
。「
が
ん
ば
り
宣
言
書
」は
、

ま
ず
１
日
の
学
習
時
間
と
起
床
・
就
寝
時

刻
な
ど
の
目
標
を
書
き
、
夏
休
み
の
最
初

と
最
後
の
１
週
間
に
つ
い
て
、
目
標
が
達

成
で
き
た
日
は
○
、
出
来
な
か
っ
た
日
は

×
を
記
入
。
い
ず
れ
も
、
夏
休
み
明
け
に

担
任
が
回
収
す
る
。

努
力
す
る
面
白
さ
に
気
付
け
ば

子
ど
も
は
自
ら
学
び
に
向
か
う

　
「
８
の
字
学
習
サ
イ
ク
ル
」
活
動
を
始

め
て
か
ら
、
自
主
学
習
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
子
ど
も
が
多
く
な
っ
た
。
子
ど
も
へ
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図２　がんばり宣言書（５年生）

最初に夏休み中の
家庭学習時間を宣
言。パワーアッププラ
ンに夏休みの基本と
なるスケジュールを
記入する。その後、
夏休みの指定期間
に、がんばり記録に
目標を達成できたか
どうかを記入。夏休
みの最後の日に、子
どもが自分で振り返
り、保護者にコメント
をもらう

＊同校の資料をそのまま掲載




